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研究の背景と目的

• 背景
– 異種データベース間での利用の問題[1][2]

– Z39.50[3]

• 情報検索のための国際標準プロトコル

• 欧米を中心に普及： 図書館OPAC, 商用データベース

• 特徴： 多種多様なデータベースの利用

• 目的
– 実験システムの構築

• 情報資源の共有

• 相互運用性の向上

• 日本語検索の問題など
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実験システム

• ２種類のZ39.50システムの構築

① JAPAN/MARC検索システム[4]

② Dublin Core検索システム[5]

• 特徴
– Z39.50とWWWの両者で利用可能

– 大規模データに対応

– 相互運用性の向上



4

実験システムの概念図
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JAPAN/MARC検索システム

• 日本語書誌データ
– JAPAN/MARC[6]

• 大規模データ
– 約102万件

• 情報資源の共有
– 全文検索システムNamazu[7]
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JAPAN/MARC
レコード

（配布ＭＴ）

JAPAN/MARC
テキストレコード

（１レコード１ファイル形式）

jmarcfilter.pl

アクセスポイントは、
•書名（２５１～２５９、５５１～５５９）
•著者名（７５１～７５９、７９１～７９９）
•ＩＳＢＮ（０１０＄Ａ）
•出版社（２７０＄Ｂ）
•件名（６５０、６５８）
•注記（３５０、３５４、３６０、３７７）
•（上記を含む全て）
を抽出。

Ｎａｍａｚｕ形式
インデックス

JAPAN/MARC用フィルター付

Ｎａｍａｚｕインデクサ

JAPAN/MARCの前処理
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Bib-1とJAPAN/MARCの対応

出版社,頒布者など270$BPublisher

個人名件名標目

一般件名標目

650
658

Subject 
Headings

著者名アクセスポイント

（カタカナ形,ローマ字形,漢字形）

多巻ものの著者名アクセスポイント

（カタカナ形,ローマ字形,漢字形）

751-759
($A,$X,$B)

791-799
($A,$X,$B)

Author

すべて任意のフィールドAny

記述フィールド

（書名,副書名,巻次等）

書名アクセスポイント

(カタカナ形,ローマ字形,巻次の読み)

251-259
($A,$B,$D)

551-559
($A,$X,$D)

Title
ISBN010$AISBN
タグの意味JAPAN/MARCBib-1

(一部抜粋）
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Dublin Core検索システム

• アトリビュートセットのマッピング問題
[8]

– メタデータによる解決
• Dublin Core, RDF

相互利用性の一層の向上
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アトリビュートセット

• Z39.50における検索用スキーマ

– データベースの実装に依存しない論理スキーマ

– 中心的な役割を担う Bib-1 （書誌情報）[9]

• ２００以上の網羅的なアクセスポイント

30Date

21Subject heading

7ISBN

4Title

1018Publisher

1016Any

1003Author

63Note



11

アトリビュートセットによる検索
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アトリビュートセットの問題点：
システムAのマッピング

ユーザ

検索要求
@attr 1=1003 
“赤川次郎”

ク
ラ
イ
ア
ン
ト

Internet

プ
ロ
ト
コ
ル
エ
ン
ジ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

モ
ジ
ュ
ー
ル

アクセスポイント
著者名（251$F）
書名（251$A）

・・・

著者名 =    
“赤川次郎”

データベース

Z39.50サーバ
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アトリビュートセットの問題点：
システムBのマッピング

ユーザ

検索要求
@attr 1=1003 
“赤川次郎”

ク
ラ
イ
ア
ン
ト

Internet

プ
ロ
ト
コ
ル
エ
ン
ジ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

モ
ジ
ュ
ー
ル

アクセスポイント
著者名（251$F 751$F）

書名（251$A）

・・・

著者名 =    
“赤川次郎”

データベース
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Dublin Core Metadata Element Set[10]

• 15 項目の基本エレメント

• 情報資源発見のためのメタデータ

• （意味的な）相互利用性

Date
Type
Identifier
Language
Contributor

Title
Creator
Subject
Description
Publisher

Format
Source
Relation
Coverage
Rights
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Bib-1におけるDublin Core
• Bib-1のDublin Coreアクセスポイント[11]

Name Value
Title DC-Title 1097
Creator DC-Creator 1098
Subject DC-Subject 1099
Description DC-Description 1100
Publisher DC-Publisher 1101
Date DC-Date 1102
Type DC-ResourceType 1103
Identifier DC-ResourceIdentifier 1104
Language DC-Language 1105
Contributor DC-OtherContributor 1106
Format DC-Format 1107
Source DC-Source 1108
Relation DC-Relation 1109
Coverage DC-Coverage 1110
Rights DC-RightsManagement 1111

Z39.50 Bib-1 Use AttributeDublin Core
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Dublin Core による解決策（１）

ユーザ

検索要求
@attr 1=1003 
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・・・
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著者名 =    
“赤川次郎”

Dublin Core による解決策（２）

ユーザ

検索要求
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著者名（251$F 751$F）

書名（251$A）

・・・

システムB

システムA
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ユーザ

DC.Creator =    
“赤川次郎”

検索要求
@attr 1=1098
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・・・
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Dublin Core による解決策（３）
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Dublin Core(RDF)
データベース部
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メタデータ変換部

• 既存の書誌データの変換～Dublin Core
– JAPAN/MARC

• メタデータ記述のための枠組

– RDF(Resource Description Framework)

Dublin Core(RDF)

変換

メタデータ変換部

JAPAN/MARC
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RDF 
(Resource Description Framework)[12]

• メタデータ記述のための枠組み

• モデル： ラベルつき有向グラフ

• 記述： XMLでの表現

ある本
著者

“山田太郎”

<RDF>
<Description about=”ある本”>
<著者>山田太郎</著者>
</Description>
</RDF>
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メタデータ変換部: レコード例

00198021725
020$AJP
・・・・・・・・
270$A東京
270$D１９９６．１０
275$A２冊（資料編とも）
275$B３０ｃｍ
・・・・・・・・
658$B十進分類法
677$A０１４．４５
677$V９
685$AＵＬ６５５
・・・・・・・・・

<rdf:Description about="">
<dc:subject>
<rdf:Bag>
<rdf:li>十進分類法</rdf:li>
<rdf:li>０１４．４５</rdf:li>
<rdf:li>ＵＬ６５５</rdf:li>
</rdf:Bag>

</dc:subject>
・・・・・・・・

<dc:coverage>東京</dc:coverage>
<dc:date>１９９６．１０</dc:date>

</rdf:Description>
</rdf:RDF>

JAPAN/MARC例(資料１) Dublin Core例（資料2）
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メタデータ変換部: マッピング

Dublin Core JAPAN/MARC フィールドの意味
658$B 一般件名：漢字形
677$A NDC：分類記号
685$A NDLC分類：分類記号（またはかな付）

Date 270$D 出版・領布に関する事項：出版、領布年月
Relation （該当無し）
Coverage 270$A 出版・領布に関する事項：出版地、領布地等

（該当無し） 001 レコード識別番号：レコードコントロール番号
020$A 全国書誌番号：国名コード

Subject

（資料３）
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メタデータ変換部: レコード例

00198021725
020$AJP
・・・・・・・・
270$A東京
270$D１９９６．１０
275$A２冊（資料編とも）
275$B３０ｃｍ
・・・・・・・・
658$B十進分類法
677$A０１４．４５
677$V９
685$AＵＬ６５５
・・・・・・・・・

<rdf:Description about="">
<dc:subject>
<rdf:Bag>
<rdf:li>十進分類法</rdf:li>
<rdf:li>０１４．４５</rdf:li>
<rdf:li>ＵＬ６５５</rdf:li>
</rdf:Bag>

</dc:subject>
・・・・・・・・

<dc:coverage>東京</dc:coverage>
<dc:date>１９９６．１０</dc:date>

</rdf:Description>
</rdf:RDF>

JAPAN/MARC例(資料１) Dublin Core例（資料2）
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データベース部

• 全文検索エンジンNamazu
– フィルタ機構

• Dublin Core エレメントの抽出

– RDFの解析

データベース部

インデックス

検索エンジン

Indexing

Dublin Core(RDF)
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システムの検索例

JAPAN/MARC検索Dublin Core検索
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まとめ
• Z39.50検索システムの構築

– 情報資源の共有

– アトリビュートセット問題の解決
• Dublin Core メタデータ

• データスキーマと検索スキーマの一貫性
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今後の課題

• Z39.50の拡張機能

• Dublin Core – JAPAN/MARC 
– マッピングの共有

– RDFを利用したより詳細な記述
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